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調査名称 パーソル総合研究所 「コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査」

調査⽬的 コロナ禍における就業者の年次有給休暇取得及び休み（※）の過ごし⽅の変化実態を明らかにする

調査⼿法 調査会社モニターを⽤いたインターネット定量調査

調査時期 2020年 8⽉26⽇ - 8⽉31⽇

調査対象者

■共通条件
全国、正社員、20〜59歳男⼥、企業規模10名以上

■個別条件︓
①テレワーカー【n=1000】
週に1~5⽇間、モバイルワーク・在宅勤務・サテライト勤務のいずれかの実施者

②出社者【n=1000】
モバイルワーク・在宅勤務・サテライト勤務をまったく⾏っていない出社者

合計 n=2000

実施主体 株式会社 パーソル総合研究所

調査概要概要

引⽤について
本調査を引⽤いただく際は出所を明⽰してください。出所の記載例︓パーソル総合研究所「コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査」

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

（※）休み…労働⽇の余暇時間並びに休⽇をさす
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調査結果サマリ①結果概要 パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

■コロナ禍前後（※）の残業時間の⻑さを⽐較したところ、
残業時間・サービス残業時間ともに全体として減少傾向が⾒られた。

▶テレワーカーと出社者で⽐較したところ、テレワーカーの⽅が残業時間は⻑かったが
いずれもコロナ禍後の残業時間は減少傾向だった。

▶コロナ禍前後の平均残業時間を⽐較すると、テレワーカーで3時間、出社者で2.6時間短くなっている。

■コロナ禍前後における労働⽇の余暇時間については全体の22.4%が増加。
特にテレワーカーにおいては32.4％が労働⽇の余暇時間が増えたと回答した。

■休⽇の過ごし⽅においては、テレワークの有無に関わらず、メディア視聴・家族との時間が
増えた⼀⽅で友⼈や社会との関わりといった社会的交流が⼤きく減少している傾向が⾒ら
れた。

コロナ禍前後の残業時間・余暇時間の変化1.

※コロナ禍前後 とは、会社がCOVID-19対応として、注意喚起や勤務形態について指⽰を⾏うなど対応を講じた時期を境にその前後の期間をさす。
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調査結果サマリ②結果概要

■2019年度（令和元年）の年次有給休暇取得の平均⽇数は10.4⽇だった。
■年間5⽇間未満（0-4⽇間）の取得⽇数だったのは全体の14.2％。

▶企業規模（従業員数規模）が⼤きくなるにつれて、年次有給休暇取得の平均⽇数は増加し、
年間5⽇間以上の取得者も多い。

▶取得が少ない業界は、宿泊・飲⾷サービス業、建設業、不動産・物品賃貸業。

■成果重視の評価・処遇、仕事優先のマネジメントは有給休暇取得を抑制し、
健康経営の環境整備、介護・育児休暇取得が推進されている場合は取得を後押ししていた。
また、チームとしての団結⼒のある組織は、有給休暇を取りやすくしていた。

▶上司が「プライベートよりも仕事⼀筋のタイプだ」と、年次有給休暇を取得しづらい。
▶⼈事制度の「成果重視の評価・処遇」は年次有給休暇を取得しづらくしていたが、「健康経営の環境整備」

「介護・育児休暇取得推進、残業是正」は、年次有給休暇を取得をしやすくしていた。
▶組織⾵⼟として、チームとしてまとまっている場合は取得を後押しし、スピード感を重視する⾵⼟では取得が抑制されていた。

※上記全て年代・性別・業種・職種・企業規模などを統制した重回帰分析の結果。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

年次有給休暇取得の実態2.

年次有給休暇取得に影響する組織的要因3.
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■職場以外にサード・プレイス（※）を持っているかどうかが、「休みへの満⾜度」
「ワーク・エンゲイジメント」に影響していた。

※サード・プレイスとは、職場や家庭以外の第3の居場所・活動場所のこと。
本調査ではマイプレイス（他⼈を気にせず⾃分⼀⼈でのんびりできる場所）と、交流の場（多様な⼈々と気軽に交流できる場所）の2種類を想定して調査した。

※本調査では「上⼿な休みの過ごし⽅」＝「取得後に仕事を⽣き⽣きと取り組めるような休みの過ごし⽅」とし、「休みへの満⾜度」と「ワーク・エンゲイジメント」に注⽬した。

▶サード・プレイスを持っていることは、「休みへの満⾜度」「ワーク・エンゲイジメント」にポジティブな影響を与えていた。
※年代・性別・業種・職種・企業規模などを統制した重回帰分析の結果。

▶サード・プレイスを持っている群は持っていない群に⽐べ、「個⼈パフォーマンス」「組織パフォーマンス」「組織コミットメント」
が⾼い。

■職場以外にサード・プレイスを持っているのは全体の37.6%。
▶ 「マイプレイス」については56.6%、「交流の場」は28.1%が持っていると回答した。
▶ 年代別では20代、世帯別では⼀⼈暮らしがサード・プレイスを持っている割合が⾼い。

企業規模別では従業員⼈数に⽐例してサード・プレイスを持っている割合が増加。

▶ サード・プレイスを持っている群は持っていない群に⽐べ、休⽇に学習して過ごすことが多かった。

休みの過ごし⽅とサード・プレイスの関係

6

調査結果サマリ③結果概要

4.

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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調査結果①

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後の
残業時間と休みの実態
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果 パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後の残業時間について⽐べたところ、「残業はしない」が増加し、10時間以上の残業時間割合も減少傾向だった。

コロナ禍前後の残業時間の変化 n=2000
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100にならない場合あり
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果 パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

テレワーカー/出社者別では、テレワーカーの⽅が残業時間が⻑く、出社者のほうが「残業はしない」が多かった。
残業時間は共にコロナ禍後のほうが減少傾向だった。

コロナ禍前後の残業時間の変化_テレワーク有無別
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

コロナ禍前後のサービス残業時間（残業⼿当が⽀払われない時間）について⽐較したところ、
「サービス残業はしない」が増加し、サービス残業時間も減少傾向だった。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後のサービス残業時間の変化 n=2000
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

テレワークの有無別に⾒たところ、「サービス残業はしない」は出社者のほうが多く、
共にコロナ禍後のほうがサービス残業時間は減少傾向にあった。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後のサービス残業時間の変化_テレワーク有無別
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

コロナ禍前後の残業平均時間を⽐較すると、テレワーカーで3時間、出社者で2.6時間短くなっている。
サービス残業時間も減少が⾒られた。

コロナ禍前後の平均残業時間の変化 コロナ禍前後の平均サービス残業時間の変化

全体 テレ
ワーカー 出社者

（ｈ） （ｈ）

全体 テレ
ワーカー 出社者

（2000） （1000） （1000） （2000） （1000） （1000）

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

コロナ禍前後における労働⽇の余暇時間については全体の22.4%が増加。
特にテレワーカーは32.4％が労働⽇の余暇時間が増えたと回答した。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後の労働⽇の余暇総時間の変化
n=2000

（2000）

（1000）

（1000）

増えた 減った変わらない
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

コロナ禍前後における労働⽇の余暇時間の過ごし⽅について増加した過ごし⽅/減少した過ごし⽅の上位5位を⾒ると、
テレワーカーは家事・育児が増加しており、出社者はオンライン配信の利⽤が増加していた。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

労働⽇の余暇時間の過ごし⽅_テレワーカー 労働⽇の余暇時間の過ごし⽅_出社者

TOP５

TOP５

TOP５

TOP５

増加 （%）

睡眠・休息 11.1

家族との団欒・会話 8.6

家事・育児 8.1

テレビやDVD、CDなどの視聴 7.7

趣味・娯楽 7.5

睡眠・休息 3.8

運動 3.8

減少 （%）

買い物 3.0

趣味・娯楽 3.0

⾏楽、レジャー、旅⾏ 3.1

増加 （%）

睡眠・休息 3.9

テレビやDVD、CDなどの視聴 3.5

家族との団欒・会話 2.9

趣味・娯楽 2.3

オンラインでの動画・⾳楽配信視聴、ゲーム 2.0

趣味・娯楽 2.1

テレビやDVD、CDなどの視聴 1.9

買い物 1.7

減少 （%）

睡眠・休息 2.9

⾏楽、レジャー、旅⾏ 2.4

n=1000 n=1000
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コロナ禍前後の残業時間と休みの実態調査結果

休⽇の過ごし⽅の各⾏動の所要時間について、コロナ禍前後での増減を聴取し、GAP（増加率ー減少率）を分析した。
コロナ禍後はメディア視聴、家族との時間が増えた⼀⽅、友⼈や社会との関わりといった社会的交流が減少。

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

コロナ禍前後の休⽇の過ごし⽅の変化_GAP

■全体（2000）
■テレワーカー（1000）
■出社者（1000）

（Pt）

増加GAP

減少GAP

※グラフ数値︓5段階尺度聴取
TOP2（増加）/BOTTOM２（減少）選択割合
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調査結果②

年次有給休暇の
取得の実態

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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年次有給休暇の取得の実態調査結果

年次有給休暇について、全体の約14.2％が年間5⽇未満しか取得できていなかった。

年次有給休暇取得⽇数（2019年度）

（％）

n=1878

■0⽇（取得できていない）■1-4⽇以内
■5⽇ ■6-10⽇以内 ■11-20⽇以内 ■21⽇以上

年間5⽇間未満の取得⽇数の割合
（1-4⽇以内・取得できていない）

14.2％
11-20⽇以内

6-10⽇以内

21⽇以上

5⽇

※年次有給休暇は付与されていない者
（122）は除く

【参考】厚⽣労働省令和2年「就労条件総合調査」___
労働者1⼈あたりの年次有給休暇平均取得⽇数は
10.1⽇だった

10.4⽇
年次有給休暇の平均取得⽇数

17

取得できていない

1-4⽇以内

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

テレワーカー 5.5%
出社者 8.7%

テレワーカー 11.3⽇
出社者 9.8⽇
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年次有給休暇取得の実態調査結果

年次有給休暇の平均取得⽇数を業種別・職種別にみたところ、以下のようになった。

年次有給休暇平均取得⽇数（業種別）

n=2000

年次有給休暇平均取得⽇数（職種別）

n=2000

※サービス業（その他）…以下以外のサービス業をさす。
宿泊業、飲⾷サービス業、⽣活関連サービス業、娯楽業、複合サービス事業

（郵便局、協同組合など）

n=1878 n=1878

※専⾨職…具体的には以下の専⾨職種をさす。
服飾系専⾨職種、理美容専⾨職種、不動産関連専⾨職種、
建築・⼟⽊系技術職種、⾦融系専⾨職種 18
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（⽇） （ｎ）

13.0 74

11.9 220

11.7 659

11.6 31

10.7 79

Top 5

⾦融業、保険業

情報通信業

製造業

電気・ガス・熱供給・⽔道業

運輸業、郵便業

（⽇） （ｎ）

7.3 32

7.7 179

7.7 41

8.8 168

9.1 189サービス業（その他）

Bottom 5

宿泊業、飲⾷サービス業

建設業

不動産業、物品賃貸業

卸売業、⼩売業

（⽇） （ｎ）

13.3 163

11.3 352

11.1 220

11.1 329

10.6 77

Top 5

商品開発・研究職

IT系技術・クリエイティブ職

バックオフィス

⽣産・管理・製造

マーケティング・企画職

（⽇） （ｎ）

7.7 191

7.9 49

8.6 133

9.0 157

9.9 246事務・サービス・サポート職

Bottom5
専⾨職種

配送・物流

医療・福祉・教育関連

営業職
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1
0
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〜

1
0
0
0
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未
満

1
0
0
0
⼈
〜

１
万
⼈
未
満

1
万
⼈
以
上

26.4

11.6
8.9

5.9

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

年次有給休暇取得の実態調査結果

年次有給休暇の取得⽇数が5⽇未満層の割合を企業規模別に⽐較した。
企業規模が⼤きくなるほど平均取得⽇数は多く、5⽇未満層の割合は低くなった。

年次有給休暇取得が5⽇未満の割合
（従業員数別）

（％）
n=1878

14.2％

19

1
0
0
⼈
未
満

1
0
0
〜

1
0
0
0
⼈
未
満

1
0
0
0
⼈
〜

１
万
⼈
未
満

1
万
⼈
以
上

7.3 10.7 11.9 13.6

0.0

5.0

10.0

15.0

年次有給休暇取得⽇数（従業員数別）

（⽇）
n=1878

全体平均

10.4⽇

※「そもそも年次有給休暇
は付与されていない
（122）」は除く

全体平均
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年次有給休暇と組織的要因の関係性調査結果

年次有給
休暇

取得⽇数

残業時間の⻑さ

調整済みＲ２乗値
.137

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代・性別・業種・職種・役職・企業規模・勤続年数
ｎ=2000

※表中の記号
***︓ 1％⽔準で有意
※表中の数値︓標準化偏回帰係数

残業時間ごとの年次有給休暇取得⽇数を調べたところ、残業時間が増えるにつれて取得⽇数も減っていた。
⽉80時間以上になると取得⽇数が急減する傾向。

***

-.105
抑
制

残
業
は
し
な
い

3
0
時
間
未
満

3
0
時
間
〜

5
0
時
間
未
満

5
0
時
間
〜

8
0
時
間
未
満

8
0
時
間
以
上

(503) (1131) (275) (60) (31)

10.1
10.7

10.1 9.9

6.2

6.0

8.0

10.0

12.0

年次有給休暇取得⽇数（残業時間別）

（⽇） n=2000

パーソル総合研究所
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年次有給休暇と組織的要因の関係性調査結果

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代・性別・業種・職種・⽉平均残業時間・役職・企業規模・勤続年数
ｎ=2000

※表中の記号 ** ︓ 5％⽔準で有意
※表中の数値︓標準化偏回帰係数

年次有給休暇取得⽇数に影響する要因として、上司が「プライベートよりも仕事⼀筋のタイプ」であると、
部下の年次有給休暇取得を抑制していた。また、チームワークの良さ（チームとしてまとまっている・団結している）は取得を促進していた。

上
司
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

**

-.054

プライベートよりも
仕事⼀筋のタイプだ

タ
イ
プ

年次有給
休暇

取得⽇数

抑
制

調整済みＲ２乗値
.142

組
織
⾵
⼟

スピード感・迅速さ

チームワーク
促
進 **

.066

**

-.059
抑
制

調整済みＲ２乗値
.123

パーソル総合研究所
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ず
⾏
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お
こ
し
、
進

め
な
が
ら
考
え
る
こ
と
が

奨
励
さ
れ
る

多
少
粗
く
て
も
、
迅
速
な

意
思
決
定
が
尊
重
さ
れ
る

⾃
分
勝
⼿
に
進
め
る
⼈
よ

り
も
、
和
を
重
視
す
る
⼈

が
評
価
さ
れ
る

⼀
致
団
結
し
て
⽬
標
に
向

か
っ
て
い
く
雰
囲
気
が
あ

る チ
ー
ム
と
し
て
ひ
と
つ
に

ま
と
ま
っ
て
い
る

68.7

63.7 62.6

73.0

61.5
59.7

40

45

50

55

60

65

70

75

22

年次有給休暇と組織的要因の関係性調査結果

年次有給休暇取得を抑制していた組織⾵⼟の該当因⼦の質問項⽬の回答結果は以下。

組織⾵⼟ n=2000

スピード・迅速さ

（％）
※グラフ数値︓6段階尺度聴取 TOP3選択割合

チームワーク

パーソル総合研究所
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25.0

年次有給休暇と組織的要因の関係性

23

調査結果

上司のマネジメントタイプについて部下側に聴取した結果は以下。

上司のマネジメントタイプ（部下回答） n=1968（％）

※グラフ数値︓5段階尺度聴取 TOP2選択割合

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

※ｎ=32 経営層扱いは除く
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年次有給休暇と組織的要因の関係性調査結果

年次有給休暇取得⽇数に影響する要因の⼀つに、⼈事制度が有意であった。特に「健康経営の環境整備」
「介護・育児休暇取得推進、残業是正の取り組み」は促進効果があり、「成果重視の評価・処遇」は抑制効果がみられた。

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代・性別・業種・職種・⽉平均残業時間・役職・企業規模・勤続年数
ｎ=2000

※表中の記号 ** ︓ 5％⽔準で有意 *︓ 10％⽔準で有意傾向にあり

※表中の数値︓標準化偏回帰係数

⼈
事
制
度

成果重視の評価・処遇

*

-.041
抑
制

年次有給
休暇

取得⽇数

介護・育児休暇取得推進、
残業是正の取り組み

促
進

健康経営の環境整備 促
進

**

.077

**

.069 調整済みＲ２乗値
.147

パーソル総合研究所
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年次有給休暇と組織的要因の関係性調査結果

年次有給休暇取得を抑制していた⼈事制度の該当因⼦の質問項⽬の回答結果は以下。

⼈事制度
n=2000

健康経営の環境整備 介護・育休取得推進、
残業是正の取り組み 成果重視の評価・処遇

（％） （％）※グラフ数値︓SD法7段階尺度聴取 TOP3選択割合※グラフ数値︓複数回答選択割合

パーソル総合研究所
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調査結果③

休暇とサード・プレイスの関係

パーソル総合研究所
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休暇とサード・プレイスの関係調査結果

「休みへの満⾜度」と「ワーク・エンゲイジメント」はそれぞれ個⼈パフォーマンス、組織パフォーマンス、組織コミットメントに
ポジティブな影響を与えていた。

パフォーマンス

組織
パフォーマンス

組織
パフォーマンス

個⼈
パフォーマンス

個⼈
パフォーマンス

組織
コミットメント

組織
コミットメント

休みへの
満⾜度

ワーク・
エンゲイジ
メント

上⼿な休み⽅の基準

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代・性別・業種・職種・年休取得⽇数・⽉平均残業時間・役職・企業規模・勤続年数
ｎ=2000

※表中の記号 ***︓ 1％⽔準で有意
※表中の数値︓標準化偏回帰係数

***

.341

調整済みＲ２乗値
.143

***

.268
調整済みＲ２乗値

.112

***

.253
調整済みＲ２乗値

.091

***

.555
調整済みＲ２乗値

.332

***

.535
調整済みＲ２乗値

.322

***

.532

調整済みＲ２乗値
.306

27
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上⼿な休み⽅＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
「取得後に仕事を⽣き⽣きと取り組めるような休みの過ごし⽅」とし、
「休みへの満⾜度」と「ワーク・エンゲイジメント」に注⽬した。
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休暇とサード・プレイスの関係調査結果

⾃宅や職場の他に「サード・プレイス（職場や家庭以外の活動場所のこと）」を持っていることが
「休みへの満⾜度」と「ワーク・エンゲイジメント」にポジティブな影響を与えていた。

休みへの
満⾜度

ワーク・
エンゲイ
ジメント

パフォーマンス

組織
パフォーマンス

組織
パフォーマンス

個⼈
パフォーマンス

個⼈
パフォーマンス

組織
コミットメント

組織
コミットメント

サード・プレイス

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代・性別・業種・職種・年休取得⽇数・⽉平均残業時間・役職・企業規模・勤続年数
ｎ=2000

※表中の記号 ** ︓ 5％⽔準で有意
※表中の数値︓標準化偏回帰係数

***

.129

調整済みＲ２乗値
.048

***

.176

調整済みＲ２乗値
.052
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マイプレイス

交流の場
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マイプレイス

交流の場 28.1

56.6

71.9

43.4

0 20 40 60 80 100

37.662.4

持っている
持っていない

休暇とサード・プレイスの関係調査結果

サード・プレイスの有無を聞いたところ、全体の37.6％が持っていると回答した。
「マイプレイス（他⼈を気にせず⾃分⼀⼈でのんびりできる場所）」については56.6%がもっている⼀⽅で、

「交流の場（多様な⼈々と気軽に交流できる場所）」は28.1%が持っていると回答した。

（％）

n=2000サード・プレイスの有無 n=2000

サード・プレイス＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
職場や家庭以外の活動場所のこと。
マイプレイス・交流の場所についての有無を聞き、その合計平均値を出した。

マイプレイス＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
他⼈を気にせず⾃分⼀⼈でのんびりできる場所

交流の場＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
多様な⼈々と気軽に交流できる場所

マイプレイス・交流の場の有無

（％）

■持っている
■持っていない

29
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個
⼈

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

組
織

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

組
織

コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

3.47
3.33

3.263.21

2.89
2.76

2.70

3.20

3.70

休暇とサード・プレイスの関係調査結果

サードプ・レイスを持っている群と持っていない群に分け、それぞれのパフォーマンスの程度を⾒たところ、
サード・プレイスを持っているほうが個⼈・組織パフォーマンスともに⾼く、組織へのコミットメントも⾼かった。

サード・プレイス有無とパフォーマンス n=1039

サード・プレイス
持っている群 （316）

サード・プレイス
持っていない群 (723）

（Pt） ※サード・プレイスのマイプレイスと交流の場の両⽅を持っている群
とマイプレイスも交流の場もどちらも持っていない群に分けて分析

30
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60.5

61.6

66.2

61.4

64.7

64.1

56.6

63.4

61.8

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

10000⼈以上

1000〜10000⼈未満

100〜1000⼈未満

100⼈未満

50代

40代

30代

20代

⼥性

男性

休暇とサード・プレイスの関係

サード・プレイスの有無について性別、年代別、企業規模別で⽐較した。年代別では20代が
サード・プレイスを持っている層が多く、企業規模が⼤きくなるにつれサード・プレイスを持っている層が増えた。

性別/年代別/企業規模別 n=2000

（％）

調査結果

n=2000

■サード・プレイス 持っている
■サード・プレイス 持っていない

31

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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(1512)

(715)

(488)
43.4

39.4

35.7

56.6

60.6

64.3

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

⼀⼈暮らし

同居家族あり
・⼦供無し

同居家族
・⼦供あり

休暇とサード・プレイスの関係

サード・プレイスの有無について家族構成別に聞いたところ、⼀⼈暮らしの世帯が最もサード・プレイスを有している。
また、テレワーカーのほうがサード・プレイスを持つ割合が⾼い。

調査結果

（％）

■サードプレイス 持っている
■サードプレイス 持っていない

家族構成別 n=2000

32

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

テレワーク有無別

（％）

■サードプレイス 持っている
■サードプレイス 持っていない

（1000）

（1000）

※複数回答のため総数はサンプル数
合計の2000を超える

32.1

43.1

67.9

56.9

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

出社者

テレワーカー
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睡
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息

21.8

14.2

36.1

27.8

13.0 13.3
16.8

3.8

23.4

35.8
37.3

24.4

33.9

27.8
21.5

42.1

13.0
6.2

28.2
21.3

7.9 8.7
14.1 1.5

24.3

41.2
43.6

31.1

41.2
37.9 33.3

54.2

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

33

休⽇の過ごし⽅について、サード・プレイスを持っている群は持っていない群に⽐べ、
コミュニティ活動や学習（仕事のための学習・⾃⼰啓発のための学習）などの実施率が⾼かった。

休⽇の過ごし⽅

休暇とサード・プレイスの関係調査結果

サード・プレイス
持っている群 （316）

サード・プレイス
持っていない群 (723）

n=1039（％）

GAP

GAP

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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Appendix①

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

回答者プロファイル・
詳細分析
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回答者プロファイル

35

性年代 業種 職種

男性20代

男性30代

男性40代

男性50代

⼥性20代

⼥性30代

⼥性40代

⼥性50代 10.1

10.8

12.1

5.7

21.1

19.3

13.0

8.1

（％）

（％）

n=2000n=2000 n=2000

（％）

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

調査結果

※四捨五⼊処理の関係で合計が
100にならない場合あり

バックオフィス 11.0

マーケティング・企画職 3.9

営業職 7.9

事務・サービス・サポート職 12.3

IT系技術・クリエイティブ職 17.6

⽣産・管理・製造 16.5

配送・物流 2.5

商品開発・研究職 8.2

専⾨職種 9.6

医療・福祉・教育関連 6.7

その他 4.2

農業、林業、鉱業、採⽯業 0.4

建設業 9.0

製造業 33.0

電気・ガス・熱供給・⽔道業 1.6

情報通信業 11.0

運輸業、郵便業 4.0

卸売業、⼩売業 8.4

⾦融業、保険業 3.7

不動産業、物品賃貸業 2.1
学術研究、専⾨・技術サービス業（法律、
税理⼠、測量など） 2.1

宿泊業、飲⾷サービス業 1.6

⽣活関連サービス業、娯楽業 1.2

教育、学習⽀援業 0.6

医療、福祉 7.7

サービス業（その他） 9.7

上記以外の業種 4.3
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回答者プロファイル

企業規模 役職 n=2000n=2000

10⼈未満

10⼈〜50⼈未満

50⼈〜100⼈未満

100⼈〜200⼈未満

200⼈〜500⼈未満

500⼈〜1,000⼈未満

1,000⼈〜2,000⼈未満

2,000⼈〜5,000⼈未満

5,000⼈〜1万⼈未満

1万⼈〜3万⼈未満

3万⼈以上 7.1

7.7

7.1

10.0

7.5

8.5

11.9

9.0

9.5

14.1

7.7

（％）

⼀般社員・従業員

リーダー・係⻑相当

課⻑相当

部⻑相当

事業部⻑相当

取締役相当

代表取締役・社⻑相当

その他管理職 0.1

0.5

1.1

0.9

4.6

11.4

18.4

63.3

（％）

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

調査結果

※四捨五⼊処理の関係で合計が
100にならない場合あり



Copyright © since 2016  PERSOL  RESEARCH AND CONSULTING Co., Ltd. All Rights Reserved. 37

回答者プロファイル

コロナ禍 前 ※コロナ禍前 とは、会社がCOVID-19対応として、
注意喚起や勤務形態について指⽰を⾏うなど対応を講じる前の
期間をさす

コロナ禍 後

平均⽉別
残業時間 15.4ｈ 12.7ｈ

平均年次
有給休暇
取得⽇数 10.4⽇

2019年度

平均⻑期休
暇取得⽇数

2019年度

6.0⽇

※⻑期休暇とは、休⽇・ 祝⽇を含む連続休暇のこと。
連続休暇を複数回取得したことがある場合は、
年度末時点に⼀番⻑く取得した⽇数をさす

残業時間、年次有給休暇取得⽇数、⻑期休暇取得⽇数

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

調査結果

n=2000
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(1512)
(715)
(488)

(715)
(488)

(1512)
(715)
(488)

(1512)

30.1
25.9
22.1

37.5
31.2
30.4

62.7
61.1

54.6

69.9
74.1
77.9

62.5
68.8
69.6

37.3
38.9

45.4

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

⼀⼈暮らし
同居家族あり・⼦供無し

同居家族・⼦供あり

⼀⼈暮らし
同居家族あり・⼦供無し

同居家族・⼦供あり

⼀⼈暮らし
同居家族あり・⼦供無し
同居家族あり・⼦供あり

サード・プレイス（マイプレイス・交流の場）の有無を家族構成で⾒てみると、
いずれの場合も⼀⼈暮らしが⼀番持っている率が⾼かった。

家族構成別
n=2000

マイ
プレイス

交
流
の
場

リ
ア
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

（％）

■サード・プレイス 持っている
■サード・プレイス 持っていない

38

サード・プレイスについて パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

調査結果

※複数回答のため総数はサンプル数
合計の2000を超える
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18.5

29.6

26.4

37.8

51.3

61.9

81.5

70.4

73.6

62.2

48.7

38.1

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

出社者

テレワーカー

出社者

テレワーカー

出社者

テレワーカー

39

テレワーカー/出社者でマイプレイス・交流の場の有無を⾒ると、
いずれもテレワーカーのほうが持っている率が⾼かった。

テレワーカー/出社者別

マイ
プレイス

交
流
の
場

リ
ア
ル

オ
ン
ラ
イ
ン

■サード・プレイス 持っている
■サード・プレイス 持っていない

サード・プレイスについて パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

（1000）

（1000）

（1000）

（1000）

（1000）

（1000）

調査結果

（％）
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サード・プレイスについて

「サード・プレイス」のなかでも、「マイプレイス（リアルな場所）」「交流の場（リアルな場所）」「交流の場（オンライン）」が
「休みへの満⾜度」と「ワーク・エンゲイジメント」にそれぞれが正の影響があることが分かった。

休みへの
満⾜度

ワーク・
エンゲイジ
メント

上⼿な休み⽅の基準

個⼈的要因

サード・プレイス

重回帰分析＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
統制変数｜年代別・性別・業種別・職種別・年休取得⽇数・⽉平均
残業時間・役職別・企業規模別・勤続年数 ｎ=2000

※表中の記号 ** ︓ 5％⽔準で有意
※表中の数値︓標準化偏回帰係数

マイプレイス・リアルマイプレイス・リアル

交流の場・リアル交流の場・リアル

交流の場・オンライン交流の場・オンライン

調整済みＲ２乗値
.047

**

.069
**

.062
**

.076

**

.073

**

.079

調整済みＲ２乗値
.051「

40

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

調査結果
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Appendix②

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査

各質問項⽬
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組織⾵⼟についての質問項⽬

所属している企業の組織⾵⼟について、以下を⽤いて聴取した。

質問項⽬

組織⽂化 全8項⽬の内訳

⻑期的・⼤局的志向
⽬先の成果よりも、⻑期的成果の追求を

重視するところがある

利益と同じくらい「社会的な責任」が重視される

⽬先の業務に縛られず、⻑期的視点で考えて
いくことが奨励されている

権威主義・責任回避 社内では波⾵を⽴てないことが何よりも重要と
される

上層部の決定にはとりあえず従うという雰囲気が
ある

物事は、オープンな議論ではなく、事前の根回し
によって決定される

⾃由闊達・開放的
上司でも部下でも、分け隔てなく仲が良い

上の者に対しても⾔いたいことが⾔える

職場では、いつも活発な意⾒交換が⾏われて
おりにぎやかだ

スピード感・迅速さ
まず⾏動をおこし、進めながら考えていくことが

奨励される

多少粗くても、迅速な意思決定が尊重される

成果主義・競争
仕事のプロセスよりも、最終的な結果が

重視される

メンバー間の競争に勝つことが、評価の対象に
なる

努⼒しても、結果を出せないと評価されない

チームワーク

⼀致団結して⽬標に向かっていく雰囲気がある

チームとしてひとつにまとまっている

⾃由な働き⽅
朝の出社時間が厳格に決められている

髪型や服装は⾃由に決められる

働く場所が⾃由に決められる

柔軟性・創造性・独⾃性 過去の慣習・既存のルールにとらわれることなく、
柔軟に考えることが推奨されている

他⼈に合わせるのではなく、⾃分の意思を
明確に伝えることが歓迎されている

独⾃性・創造性に富んだ意⾒・考えを持つこと
が求められる

時間をかけて検討することよりも、タイミングや
スピードが重視される

⾃分勝⼿に仕事を進める⼈よりも、和を重視
する⼈のほうが評価される

α係数︓. 783

α係数︓. 853

α係数︓. 844

α係数︓. 865

α係数︓. 786

α係数︓. 681

α係数︓. 740

α係数︓. 709

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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健康経営の
環境整備

カウンセラーや産業医・看護職員と相
談ができる環境である

残業時間制限のための施策・対応が
されている

メンタルヘルスについての調査を実施し
ている

治療しながら勤務を継続できる保障や
制度・環境がある

従業員満⾜度やエンゲージメントの調
査を実施している

43

⼈事制度についての質問項⽬質問項⽬

⼈事制度については以下を⽤いて聴取した。

⽬標共有と育
成充実

個⼈の⽬標は、組織の⽬標とよく紐付
いている

個⼈の⽬標は、上司とよく話し合って
決められている

組織のビジョンや理念が明確に⽰され
ている

現場での教育・OJTが⼿厚く⾏われて
いる

研修やセミナーに⾏く機会が多く与えら
れている

介護・育児休暇
取得推進、
残業是正

介護休暇・介護休業はとりやすい環境
である

育休・産休はとりやすい環境である

⻑時間労働の是正に取り組んでいる

α係数︓. 891

α係数︓. 758

α係数︓.840

α係数︓.785

α係数︓.883

健康に関する
情報提供

運動習慣についての周知や情報提供
を⾏っている

⾷⽣活や栄養摂取についての周知や
情報提供を⾏っている

睡眠の量・質についての周知や情報提
供を⾏っている

飲酒・喫煙習慣についての周知や情報
提供を⾏っている

成果重視の
評価・処遇

昇進・選抜に年齢は関係ない

勤めている年数と給与は関係ない

成果に応じて報酬（賞与含む）に⼤
きな違いがでる

⼈事評価では、結果（業績・成果）
が重視される

α係数︓.780

α係数︓.735

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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各パフォーマンスについての質問項⽬質問項⽬

サード・プレイスを持っているか否かでパフォーマンスを調べるにあたり、
「個⼈パフォーマンス」、「組織パフォーマンス」、 「組織コミットメント」を⽤いた。各パフォーマンスの因⼦詳細は以下。

各パフォーマンスの因⼦詳細各パフォーマンスの因⼦詳細

個⼈
パフォーマンス

任された役割を果たしている

担当業務の責任を果たしている

仕事でパフォーマンスを発揮している

会社から求められる仕事の成果を出し
ている

仕事の評価に直接影響する活動には
関与している

α係数︓.886

組織
パフォーマンス

私がいる【会社】は、これまで無かった新
しい価値やサービスを⽣み出している

私がいる【会社】は、定められた⽬標を
達成している

私がいる【会社】は、お客様や取引先
などから評判が良い

α係数︓.785

組織
コミットメント

私は会社に愛着を感じている

私は会社の⼀員として仕事をすることに
誇りを持っているα係数︓.875

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査
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家族との団欒・会話

家事・育児

⾷事

⼊浴

睡眠・休養

45

休⽇の過ごし⽅についての⾏動項⽬質問項⽬

休⽇の過ごし⽅について次の16⾏動項⽬を⽤いて該当内容を聴取した。詳細は以下。

休⽇の過ごし⽅の⾏動項⽬休⽇の過ごし⽅の⾏動項⽬

友⼈・恋⼈との交際

社会参加 ※1

SNS・ネットでのコミュニティ活動 ⾃分のために活動する

仕事のために学習する

買い物 ※4

テレビ・DVD・CDの視聴

オンライン視聴・ゲーム ※3

運動 ※5

趣味・娯楽 ※2

⾏楽・レジャー・旅⾏

内閣府「⽣活に関する調査2020」の項⽬を援⽤

※２ 具体的には、読書、⾳楽・美術・映画鑑賞、
コンサート・スポーツ鑑賞などを指さす

※３ 通信・コミュニティ活動は除く

※４ ネット通販含む

※５ 具体的には、体操、各種スポーツ、散歩など

※１ 具体的には、PTA、サークル、地域活動、
ボランティア活動・社会活動などへの参加

パーソル総合研究所
コロナ禍における就業者の休暇実態に関する定量調査


